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真
の
国
際
人
　
―
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

―

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し
た
直
後
、
ベ
ル
リ
ン
で
嘉
納
治
五
郎
は
語
っ
た
。

「
私
が
生
ん
だ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
は
、
つ
い
に
実
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
従
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
欧
米
だ

け
で
開
催
さ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
当
の
意
義
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
が
、
次
回
の
第
十
二
回
大
会
は
東
京
で
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
真
に
世
界
的
な
も
の
と
な
る
。
同
時
に
日
本
の
真
の
姿
を
外
国
に
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
二
重
の
意
味
で
愉
快
で
あ
る
。」

嘉
納
七
十
五
歳
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
委
員
に
就
任
し
て
か
ら
、
は
や
二
十
五
年
が
経
っ
て
い
た
。

二
十
五
年
前
の
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
年
）、
東
京
高
等
師
範
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
嘉
納
に
、
突
然
、
駐
日
フ
ラ
ン

ス
大
使
が
会
見
を
申
し
込
ん
で
き
た
。
用
件
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
同
志
と
共
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
を
組
織
し
、
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゆ
か
り
の
地
ア
テ
ネ
で
一
八
九
六
年

に
第
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
開
催
し
て
い
た
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
は
、
欧
米
の
委
員
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
ア

ジ
ア
か
ら
の
委
員
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
嘉
納
は
こ
の
申
し
出
を
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
た
。
ア
ジ
ア
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
の
誕
生
だ
っ
た
。

次
の
年
、
嘉
納
の
も
と
に
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
か
ら
、
二
年
後
に
行
わ
れ
る
第
五
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
参
加
の
勧
誘
が
届
け

ら
れ
た
。

「
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ギ
リ
シ
ャ
民
族
の
精
神
性
を
築
い
た
よ
う
に
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
世
界
各
国
民
の
思
想
感
情
を

融
和
し
、
世
界
の
文
明
と
平
和
を
助
く
る
も
の
だ
。
ま
た
勝
敗
を
超
越
し
て
、
相
互
に
交
流
を
深
め
、
親
善
関
係
を
深
め
る
こ
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と
が
で
き
る
。」

そ
う
考
え
て
、
嘉
納
は
、
参
加
を
決
意
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
代
表
選
手
を
送
ろ
う
に
も
、
選
考
会
の
組
織
も
何
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
嘉
納
は
、
選
手
の
派
遣
と
国
民
体
育

の
振
興
の
二
つ
を
ね
ら
い
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
の
末
、
新
た
に
「
大
日
本
体
育
協
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
れ
が
日
本

で
初
め
て
創
ら
れ
た
体
育
団
体
だ
っ
た
。

初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
派
遣
選
手
は
わ
ず
か
二
名
で
あ
っ
た
が
、
参
加
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
人
数
も
増
え
、
入
賞
や

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
数
も
増
し
、
次
第
に
日
本
国
民
の
間
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
理
解
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
へ
、
東
京
市
会
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
要
望
を
決
議
し
た
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
年
）
の
第
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
東
京
で
開
催
し
た
い
と
い
う
の
だ
。
こ
の
時
嘉
納
は
す
で
に
七
十
一
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
し
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
活
動
に
動
き
始
め
た
。

嘉
納
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、
東
京
開
催
の
場
合
の
組
織
、
競
技
場
、
経
費
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
写
真

集
を
配
布
し
て
招
致
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
船
で
の
長
旅
を
も
の
と
も
せ
ず
、
世
界
を
飛
び
回
り
、
各
国
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
と

個
別
に
面
談
す
る
な
ど
、
東
京
へ
の
招
致
を
目
指
し
て
奮
闘
を
続
け
た
。
し
か
し
、
日
本
開
催
を
反
対
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
は
実

に
多
か
っ
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
行
く
に
は
、
船
で
ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
洋
を
経
て
日
本
に
行
く
か
、
北
米
回
り
の
航
路
か
、
ま
た

は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ソ
連
を
横
断
し
て
日
本
に
入
る
か
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
二
十
日
間
近
く
も
か
か

る
。
費
用
も
か
か
り
す
ぎ
る
。」

と
言
う
の
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
、
嘉
納
は
決
然
と
し
て
言
っ
た
。

「
そ
の
よ
う
な
遠
距
離
か
ら
、
日
本
は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
以
来
、
毎
大
会
多
く
の
選
手
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
選
手
が
日
本
に
集
ま
る
こ
と
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
欧
米
の
も
の
か
ら
世
界
の
も
の
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
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ん
か
。」

実
に
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
う
な
英
語
で
の
反
論
で
あ
っ
た
。
相
手
の
論
理
を
自
分
の
論
理
に
引
き
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
相
手
の
力
に
逆
ら
わ
ず

し
て
勝
つ
と
い
う
柔
道
の
理
念
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
ま
っ
た
。

嘉
納
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
真
に
世
界
的
な
文
化
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
講
道
館
柔
道

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
武
道
的
精
神
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
を
融
合
さ
せ
る
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
嘉
納
の
武
道
的
精
神

は
、
身
体
と
共
に
心
を
練
り
、
そ
こ
で
得
た
も
の
を
社
会
に
応
用
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

精
神
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
身
を
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
は
文
化
・
国
籍
な
ど
様
々
な
差
異
を
越
え
、
友
情
、
連
帯
感
、

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
持
っ
て
理
解
し
合
う
こ
と
で
、
平
和
で
よ
り
よ
い
世
界
の
実
現
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
ク
ー

ベ
ル
タ
ン
が
提
唱
し
て
い
る
。
嘉
納
は
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
自
分
が
抱
く
理
念
と
同
じ
で
あ
り
、
二
つ
の
精
神
の
融
合
に

よ
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
真
の
世
界
の
文
化
に
な
る
と
確
信
し
た
。

嘉
納
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
柔
道
の
道
、
教
育
者
と
し
て
の
道
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
し
て
の
道
を
、
静
か
に
振
り
返
っ
た
。

嘉
納
は
万ま

ん

延え
ん

元
年
（
一
八
六
○
年
）、
兵
庫
県
御み

影か
げ

の
酒
造
業
の
三
男
に
生
ま
れ
、
十
二
歳
で
東
京
に
移
り
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
年
）、
育
英
義
塾
の
寄
宿
舎
に
入
っ
た
。
明
治
維
新
か
ら
ま
だ
日
も
浅
く
、
武
術
で
鍛
え
た
者
が
幅
を
き
か
せ
て
い

た
。
生
来
負
け
ず
嫌
い
の
嘉
納
は
、
学
問
で
は
誰
に
も
負
け
な
か
っ
た
が
、
小
柄
で
虚
弱
な
身
体
で
あ
っ
た
た
め
、
腕
力
で
も

勝
ち
た
い
と
思
っ
て
柔
術
の
道
場
に
通
い
始
め
た
。

熱
心
に
稽
古
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
体
が
強
健
に
な
り
、
ま
た
、
癇か

ん

癪し
ゃ
く
も
ち
で
容
易
に
激
す
る
た
ち
で
あ
っ
た
自
分
に
自

制
心
が
つ
い
て
き
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
嘉
納
は
、
柔
術
は
相
当
の
工
夫
を
す
れ
ば
、
心
と
体
の
教
育
の
手
段
に
有
効
で
あ
る

と
い
う
確
信
を
得
た
。
そ
し
て
、
二
十
一
歳
の
時
、
こ
れ
ま
で
の
柔
術
を
改
良
し
て
、
北
稲い

な
り荷

町
永
昌
寺
に
お
い
て
講
道
館
柔

道
を
創
始
し
た
の
だ
っ
た
。
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東
京
大
学
を
卒
業
し
て
、
学
習
院
や
熊
本
第
五
高
等
学
校
に
勤
め
た
嘉
納
は
、
積
極
的
に
柔
道
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。

三
十
三
歳
で
東
京
高
等
師
範
学
校
の
校
長
に
な
る
と
、
青
少
年
の
体
を
強
く
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
精
神
的
な
向
上
を
図

る
の
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
考
え
、
生
徒
に
陸
上
大
運
動
会
・
長
距
離
走
・
水
泳
実
習
な
ど
を
行
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
柔

道
部
や
剣
道
部
な
ど
と
と
も
に
、
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
部
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
な
ど
西
洋
ス

ポ
ー
ツ
も
課
外
運
動
部
に
取
り
入
れ
た
。

青
少
年
に
柔
道
や
長
距
離
走
、
水
泳
実
習
な
ど
の
体
育
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
、
体
を
強
く
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
常
に

正
々
堂
々
と
し
、
公
正
公
平
に
身
を
処
し
、
驕お

ご

り
た
か
ぶ
ら
な
い
精
神
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
嘉
納
は
考
え
た
。
こ

れ
こ
そ
伝
統
的
な
武
道
に
流
れ
て
い
る
精
神

だ
。
多
く
の
卒
業
生
た
ち
が
こ
の
精
神
を
全
国

各
地
に
広
げ
て
い
っ
た
。

嘉
納
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
を
勝

ち
取
っ
て
安あ

ん

堵ど

の
思
い
で
、
会
場
と
な
っ
た
ホ

テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
出
て
き
た
。
走
り
寄
っ
て
き

た
記
者
に
満
面
の
笑
み
を
見
せ
、
大
き
く
う
な

ず
い
た
。
そ
こ
に
は
嘉
納
の
面め

ん

目も
く

躍や
く

如じ
ょ

た
る
も

の
が
あ
っ
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

氷
川
丸
船
上
の
嘉
納
治
五
郎
（
右
端
）
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嘉
納
の
半
生
を
捧さ

さ

げ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
第
十
二
回
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
幻
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
な
っ
た
。
嘉
納
が
亡

く
な
っ
て
二
ヶ
月
後
、
戦
時
色
が
濃
く
な
る
中
、
日
本
は
大
会

開
催
を
返
上
し
た
。

日
本
が
再
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の

は
、
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
折
に
、
誘
致
の
た
め
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
の
は
、
カ
イ

ロ
か
ら
の
帰
途
、
氷ひ

川か
わ

丸
の
船
上
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
嘉
納

治
五
郎
の
臨り

ん

終じ
ゅ
う
に
立
ち
会
っ
た
平
沢
和か

ず

重し
げ

だ
っ
た
。
平
沢
は
こ

ん
な
演
説
を
し
た
。
小
学
校
六
年
生
の
国
語
の
教
科
書
を
右
手

に
高
く
か
ざ
し
て
。

「
日
本
で
は
、
小
学
校
の
教
科
書
に
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精

神
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
目
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
る
こ
と
を
、
ど
れ
ほ
ど
待
ち
望
ん
で
い
る

で
し
ょ
う
。
日
本
を
Ｆ
ａ
ｒ　

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
（
極
東
）
と
呼
び
ま

す
が
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
ぶ
今
で
は
、
も
は
や
Ｆ
ａ
ｒ
（
遠

い
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
い
の
は
国
同
士
、
人
同
士
の
理
解

で
す
。
西
洋
に
咲
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
花
を
東
洋
で
も

咲
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。」

会
場
は
万
雷
の
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
こ
こ
に
嘉
納
の
心
は
受
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け
継
が
れ
た
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）
十
月
十
日
、
真
っ
青
な
空
に
白
い
輪
が
く
る
り
く
る
り
と
五
つ
描
か
れ
五
輪
と
な
り
、
ギ

リ
シ
ャ
を
発
ち
各
国
を
リ
レ
ー
し
た
聖
火
が
、
聖
火
台
に
点
火
さ
れ
、
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
っ
た
。
ア
ジ
ア
で
最
初
と
な
っ
た

念
願
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
あ
る
。
日
本
選
手
は
赤
の
ブ
レ
ザ
ー
に
白
の
ス
カ
ー
ト
・
白
の
ズ
ボ
ン
、
日
章
旗
を
先

頭
に
堂
々
の
入
場
行
進
を
し
た
。
そ
し
て
、
柔
道
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初
め
て
正
式
種
目
と
な
っ
た
。
嘉
納
治
五
郎
没
後

二
十
六
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。


